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北海道・東北 近畿
年度 入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 歩留率 充足率 年度 入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 歩留率 充足率
23 24,503 75,593 73,956 48,464 23,389 48% 95% 23 115,255 1,035,713 984,758 384,508 114,333 30% 99%
24 24,743 73,098 71,503 49,137 22,734 46% 92% 24 115,325 1,032,087 982,452 388,621 113,401 29% 98%
25 24,523 74,114 72,558 48,158 23,667 49% 97% 25 115,314 1,096,524 1,046,802 385,322 117,159 30% 102%

関東 中国・四国
年度 入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 歩留率 充足率 年度 入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 歩留率 充足率
23 251,746 2,048,285 1,946,681 764,570 256,409 34% 102% 23 22,135 67,832 66,309 47,031 19,113 41% 86%
24 252,035 2,051,521 1,947,163 753,322 253,264 34% 100% 24 22,385 66,826 65,544 47,816 18,195 38% 81%
25 251,254 2,208,880 2,097,890 735,960 259,946 35% 103% 25 22,619 67,185 65,721 48,284 19,699 41% 87%

甲信越 九州
年度 入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 歩留率 充足率 年度 入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 歩留率 充足率
23 5,874 13,983 13,663 10,195 5,654 55% 96% 23 31,589 152,728 148,590 77,615 30,938 40% 98%
24 5,954 12,604 12,232 9,551 5,458 57% 92% 24 31,743 147,959 144,069 78,807 31,933 41% 101%
25 6,019 13,412 13,014 9,728 5,794 60% 96% 25 31,572 159,650 155,893 78,751 33,069 42% 105%

北陸・東海
年度 入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 歩留率 充足率
23 51,533 318,667 309,851 161,641 50,763 31% 99%
24 51,684 320,377 311,571 163,417 49,747 30% 96%
25 51,454 337,058 328,153 159,488 51,505 32% 100%

年度 大学数 入学定員 志願者数 合格者数 入学者数 推薦者等
入学者数

志願
倍率

16 577 467,494 3,629,273 1,245,865 488,210 221,220 7.6
17 581 477,662 3,882,572 1,238,559 499,677 228,721 7.8
18 582 484,986 4,158,500 1,211,515 497,778 232,606 8.1
19 587 487,065 4,424,451 1,250,195 500,085 242,493 8.6
20 593 491,012 4,368,215 1,348,517 503,830 255,118 9.1
21 597 495,162 3,834,860 1,437,909 494,208 253,740 8.9
22 598 497,939 3,822,486 1,508,761 502,194 259,428 7.7
23 600 502,635 3,712,801 1,494,024 500,599 266,331 7.7
24 598 503,869 3,704,472 1,490,671 494,732 258,552 7.4
25 594 502,755 3,956,823 1,465,691 510,839 273,593 7.9

６年ぶりに志願者増も合格者は減少
2025年度の私立大の延べ志願者数は3,956,823人（前年
比107％）と大きく増加した＜図表１＞。近年は18歳人口の
減少により競争緩和が進んだことなどから志願者の減少が続いて
いた。今春は18歳人口が増加に転じたことや進学率の上昇、新
課程初年度入試という環境で一人あたりの受験校数が増加した
ことなどが要因で志願者が増加したとみる。入学定員は約１千人
減少した。2003年以来22年ぶりの減少である。志願倍率（志
願者数÷入学定員）は前年の7.4倍から7.9倍とアップした。
合格者数は1,465,691人（前年比98％）と減少した。一方、
入学者数は510,839人（同103％）と増加した。とくに推薦者
等入学者数が273,593人（同106％）となっており、入学者増
はほぼ推薦者等の入学者となっている。
私立大学全体の入学定員充足率（入学者数÷入学定員）
は102％と前年の98％と比べ改善している。

地区別では都市部と地方で異なる動向に
＜図表２＞は大学所在地別でみた入試の状況である。入学者数の増加によって全国的に充足率はアップしているが、地区ごとにみると、北海
道・東北地区の充足率が97％、甲信越地区が96％、中国・四国地区が87％と、地方では充足率が低い状況が続いている。地方の大学は、志
願者の大部分を地元出身者が占める。人口減も地方で進んでいることから、充足率の低下に大きな影響を及ぼしているものとみる。一方で難関
大・有名大が多い都市部では充足率100％を超えている地区が多い。九州地区で充足率105％、関東地区でも充足率が103％となっている。
一部では想定以上の歩留りの良さから入学者を確保しすぎたとみる大学があり、定員管理は収容定員で行うものとはいえ、こうした大学が次年度
以降、合格者数を調整するのか注視したい。

日本私立学校振興･共済事業団が2025年度の私立大学・短期大学等の入学志願動向の調査結果を発表した。私立大学全体の志願者数
は大きく増加した。合格者数は減少したものの、入学者数は増加に転じ、定員充足率も100％を超えた。定員割れの学校数の割合も私立大学
では53％と前年から改善された。以下、調査結果から浮かび上がった2025年度入試の特徴を振り返る。

私立大 小規模大の定員減で充足率改善
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①私立大入試の状況

2025/08/12

＜図表１＞私立大入試の実施状況

2025年度入試

※日本私立学校振興・共済事業団資料より（図表２以降も同様）
※「推薦等入学者数」は「入学者数」の内数で、総合型選抜の数値を含む

＜図表２＞大学所在地別 私立大入試の実施状況
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＜図表４＞私立大 定員割れ学校数の推移

＜図表３＞定員規模別 私立大入試の状況

定員割れの状況はやや改善も、依然として半数以上の大学が定員割れ
＜図表４＞は私立大の定員割れ学校数の推移である。今春の定員割れ大学の割合は53％と前年から６ポイントダウンした。ただ、定員割れ
の状況が大幅に是正されたわけではなく、過去の状況と比較しても依然としてその割合は高い。
定員未充足の大学の中には、収容定員の充足率を適正にするために合格者を減らした、つまりその気になれば入学者の確保は可能な大学も
あるとみる。こうした大学は入学者の確保が難しいという状況ではない。一方で注目したいのが充足率80％未満の大学である。これらの大学の多
くが入学者の確保を課題にしていたが、今春は18歳人口増などによる入学者数の増加に加え、定員割れを防ぐべく入学定員を減員した大学が
みられたことから、充足率80％未満の大学は182校→141校と数を減らした。来春も入学定員を減員する大学がみられており、しばらくは定員
割れの状況が改善の方向に向かうものとみる。

①小規模大（収容定員4,000人未満）
年度 入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 歩留率 充足率
22 162,500 627,592 600,143 341,120 155,240 46% 96%
23 164,394 570,756 546,284 319,016 152,264 48% 93%
24 163,748 523,360 499,421 298,179 145,504 49% 89%
25 159,226 511,600 489,700 288,668 147,970 51% 93%

②中規模大（収容定員4,000人以上8,000人未満）
年度 入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 歩留率 充足率
22 127,203 979,272 941,730 414,625 130,606 31% 103%
23 126,545 924,975 889,691 408,320 129,048 32% 102%
24 123,635 925,010 890,842 404,219 125,278 31% 101%
25 126,238 996,399 957,559 395,857 132,650 34% 105%

③大規模大（収容定員8,000人以上）
年度 入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 歩留率 充足率
22 208,236 2,215,622 2,101,122 753,016 216,348 29% 104%
23 211,696 2,217,070 2,107,833 766,688 219,287 29% 104%
24 216,486 2,256,102 2,144,271 788,273 223,950 28% 103%
25 217,291 2,448,824 2,332,772 781,166 230,219 29% 106%

366 

410 

471 

569 572 577 576 578 579 577 581 582 587 593 597 598 600 598 594 

4% 4%

28%

38% 39%

46%

40%

46%
43% 45%

39%
36%

33%
31%

46% 47%

53%

59%

53%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

0

100

200

300

400

500

600

700

1990 95 2000 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

全大学数 定員充足率100％未満 定員充足率80％未満 定員割れ大学数の割合

（年度）

（学校数）

小規模大は依然、入学者確保が厳しい状況
＜図表３＞は私立大の定員規模別にみた入試の状況で
ある。全体の動向とは異なり、収容定員4,000人未満の小
規模大では志願者が減少した。入学者数は増加し、充足
率もアップしているが、依然として入学者を確保できていない
大学が多くみられる。実際に入学定員をみると、小規模大で
は約４千５百人の減員となっており、充足率の改善はこの
効果が大きい。定員割れが深刻な大学は助成金の減額や
学部再編が認められないなどのペナルティがあり、充足率が
低い大学を中心に定員減の動きは続くものとみる。
一方で、収容定員4,000人以上の中規模大、大規模大
の充足率は100％を超えた。とくに中規模大は入学者数が
前年比106％と大きく増加しており、歩留率も前年から３ポ
イントアップした。大規模大では志願者増・入学者増が近年
続いており、今春も充足率106％と小規模大、中規模大
以上となった。
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年度 短大数 入学定員 志願者数 合格者数 入学者数 推薦者等
入学者数

志願
倍率

16 311 61,251 83,116 67,381 55,171 40,060 1.4
17 304 59,116 78,338 64,244 53,389 38,012 1.3
18 301 58,161 75,631 61,904 51,214 35,483 1.3
19 297 55,892 72,583 59,527 48,704 33,138 1.3
20 291 53,717 70,019 57,871 46,901 32,075 1.3
21 286 52,242 60,363 53,452 43,132 29,649 1.2
22 279 50,857 53,436 48,014 39,461 27,334 1.1
23 276 48,817 45,990 41,779 35,141 24,293 0.9
24 272 44,607 40,081 36,722 31,293 20,457 0.9
25 249 38,068 35,236 32,315 28,086 17,639 0.9
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志願者は１割以上減少、短大入試の縮小はますます加速
2025年度の私立短大の延べ志願者数は35,236人（前年比

88％）となった＜図表５＞。12年連続の志願者減となる。志願
倍率も前年に続き１倍を切っており、私立短大にとって厳しい状況
が続いている。４年制大への進学率が上昇を続ける中、短大の進
学を希望する受験生が減少傾向にあること、とくに今春は短大数も
大きく減少しており、入試の縮小が加速している。
合格者数は32,315人（前年比88％）で志願者の９割以上
が合格していることになる。入学者数も28,086人（前年90％）
と年々減少している。
来春も募集停止を発表している短大が約20校あり、短大の縮小
はより一層進む。

＜図表６＞私立短期大 定員割れ学校数の推移

＜図表３＞学部系統別 私立大入試の状況

定員を充足する短大はわずか１割
＜図表６＞は私立短期大の定員割れ学校数の推移である。今春の定員割れ短期大の割合は88％とダウンした。これは定員割れが深刻な
充足率80％未満の短大数が募集停止などによって減少したことが要因であり、定員が充足した短大が大きく増加したわけではない。今後も定員
未充足が続く短大を中心に募集停止が進むとみられ、定員割れ短大数の割合は数値上は改善される可能性がある。

②私立短期大入試の状況

＜図表５＞私立短期大 定員割れ学校数の推移
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